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1 はじめに 
  

油彩画の表面には絵の具の盛り上がりによっ

て作られる凹凸形状がある.その凹凸形状は画家

が意図して製作したもので,絵画表現上重要であ

る.また,その凹凸形状により,鑑賞者の視点の移

動や光の当て方によって油彩画の表情が変化す

る.油彩画はこのような特徴を持つため,実物を

鑑賞するのが望ましい.しかし,鑑賞者が実物の

油彩画を観るためには美術館に足を運ばなけれ

ばならず時間と手間を費やす.そこで,油彩画を

ディジタルデータとして保存し,鑑賞するための

ディジタルアーカイブ技術が研究されている. 

油彩画に対するディジタルアーカイブの試み

として 2 次元カラー画像による手法[1]では,油

彩画に用いられている様々な凹凸形状が保存で

きず,画家が意図した絵画表現を再現することは

難しい.また,自由視点による油彩画の鑑賞シス

テム[2]では鑑賞行為のみに特化し,油彩画の形

状を保存することができない. 

 それに対して先行研究[3]では油彩画の正確な

立体形状とテクスチャを VIVID700[4]により測定,

ディジタルデータとして保存し,３次元で表示す

るシステムを提案している.ところが測定で得ら

れた正確なデータを 3 次元表示し,見た目による

実物との比較実験を行った結果,両者の間に印象

の差があることがわかった.そこで 3 次元油彩画

の印象を実際の油彩画の印象に近づけるために,

先行研究では形状を操作することで立体感の補

正を試みた.しかし操作すべき形状を手動で抽出

するなど,形状操作による印象の補正は手間がか

かり処理コストが大きい. 

本研究では,より簡易に 3 次元油彩画の印象を

補正するため,テクスチャデータの編集による印

象の補正手法をについて検討を行った. 
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2 油彩画鑑賞システム 
 

油彩画鑑賞システム製作の流れを図 1 に示す.

油彩画鑑賞システムは,まず 3 次元油彩画の形状

データの取得する.3 次元油彩画の形状データは

VIVID700 で計測する.この際,実物との形状の誤

差が少なくなるよう解像度を最大にして計測す

る.形状データを高解像度にするため,一度に油

彩画全体を計測することは困難である.そのため,

油彩画を分割して計測する必要がある.得られた

形状データを合成し,それを 3 次元油彩画の形状

データとする.VIVID700 で測定した形状データは,

測定誤差を生じるため,その誤差を補正し,それ

を 3 次元油彩画の形状データとする. 

テクスチャデータはディジタルカメラで撮影

したものを使用する.形状データに計測したテク

スチャデータを合成し,1 枚の 3 次元油彩画とす

る.これを光源,視点を設定した後,レンダリング

し,ブラウザに表示する. 

 

 
図１.油彩画鑑賞システム製作の流れ 

 

3 テクスチャ情報の編集による印象の補正 
 

作成した 3 次元油彩画と実物の油彩画を比較

主観実験により比較した結果,両者の間に印象の

差があることがわかった.この印象を実際の油彩

画の印象に近づけるために,先行研究では形状の

操作を行い,立体感,実在感の補正を試みた.しか

し,操作すべき形状の補正を手動で抽出するなど,

形状操作による印象の補正は複雑である.そこで

形状の補正と同様の効果がテクスチャ情報を変

更することで得られるのでないかと考えた. 

4-103

2X-6

情報処理学会第69回全国大会



本研究ではテクスチャデータの編集により,印

象の補正を行う.形状操作による補正に比べ,複

雑な処理が必要なく,印象の差を補正できると考

える. 

テクスチャデータの明度,彩度,コントラスト

の値を主観的に変更し,より実物の印象に近いテ

クスチャデータを作成,印象の差の補正をする手

法を提案する.この提案により,オリジナルデー

タを使う 3 次元油彩画よりも立体感,実在感の向

上が得られるかどうか検討する. 

テクスチャデータの編集では,上記の 3 つのパ

ラメータを変更し,複数枚のデータを作成した.

その中から主観的に立体感の観点で最も実際の

油彩画に近いものを選んだ.その結果,明度を+15,

彩度を-10,コントラストを-10 変更したものを最

終的に今回の提案するテクスチャデータとした. 

 

3 評価実験と結果 
3-1 補正手法検討のための評価実験 

評価実験のためのデータは次に示す 3 種類を

用意した.サンプル油彩画として VIVID700 で測

定し,取得した形状データとディジタルカメラで

計測したテクスチャデータを合成した 3 次元油

彩画を A とする.A のデータに対して先行研究で

の形状データの変化を行ったものを B とする.B

ではテクスチャデータの変更は行っていない.次

に A のデータに対して提案したテクスチャデー

タの明度,彩度,コントラストを変更したものを C

とする.C では形状データの変更は行っていない.

これら各々を実物の油彩画と比較し,主観による

実物との比較評価実験を行った. 

 評価項目は油彩画表面の立体感,油彩画の凹凸

形状に出来る陰影,油彩画の実在感,油彩画の色

彩の 5 項目についての評価を行った.ただし,B に

対して色彩は変化しないため色彩の評価を行わ

ない.また,C に対して形状は変化しないため形状

の評価を行わない.評価は 5 段階評価で行い,評

価基準の見え方の比較尺度を表 1 に示す. 

 

表 1 評価基準の見え方の比較尺度 

評価値 評価語 

５ 実物と比較して全く差がない 

４ 実物と比較して僅かに差がある 

３ 実物と比較して差がある 

２ 実物と比較してかなり差がある 

１ 実物と比較して非常に差がある 

 

実験の環境は実際に鑑賞する場合と条件を同

一にし,蛍光灯下,自由視点から鑑賞可能とし,3

次元油彩画は実物の油彩画の大きさと同じ寸法

とした.また,頭部は非固定で鑑賞を行った. 

 

3-2 評価実験と考察 

主観比較評価実験は学生 5 名(男子 3 名,女子 2

名)を対象に行った.結果の評価平均を表 3 に示

す.ただ C の結果は先行研究で学生 20 人を対象

に主観比較評価実験を行った評価平均である. 

 実験の結果,テクスチャ編集を行ったデータ C

の立体感が最も高かった.この結果から,テクス

チャの編集によって, 立体感,陰影,実在感,が実

物の油彩画に近づくことがわかる.しかし,色彩

が A と比べ低くなるという結果となった.この原

因は評価者のコメントから提案したテクスチャ

データの色彩が実際の油彩画と比べ,薄い,色に

深みがないとが明らかになった. 

 

表 3 実験結果 

 立体感 陰影 実在感 色彩 形状

A 4.20 3.80 3.40 4.00 4.10

B 4.35 4.05 3.90 - 3.90

C 4.40 4.00 3.80 3.80 - 

 

4 まとめ 
 本研究では 3 次元油彩画におけるテクスチャ

情報の編集を行い,実物の油彩画との印象の差を

補正する手法を提案した.テクスチャ情報のみの

編集により,立体感,陰影,実在感が実物の油彩画

に近づくことがわかった.しかし,それによって 3

次元油彩画の色が薄く,色に深みがないというこ

とが新たな問題として明らかになった. 

今後,被験者数をさらに増やし,本研究の提案

の有効性を確認する予定である.また,今回の新

たな問題に対して,色の強調を行う手法の検討を

行う予定である. 
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